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企
画
展
準
備
の
た
め
、 

次
の
３
日
間
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。 

９
月
７
日
（
月
）
～
９
日
（
水
） 

              

教
員
時
代
の
石
坂
洋
次
郎
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
こ
の
時
代
を
掘
り
下
げ
て
紹
介
す

る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。 

石
坂
洋
次
郎
は
１
９
２
５
（
大
正

14

）
年

６
月
か
ら
１
９
３
８
（
昭
和

13

）
年

11

月

ま
で
、
約

14

年
間
に
わ
た
っ
て
「
青
森
県
立

弘
前
高
等
女
学
校
（
現
・
弘
前
中
央
高
校
）
」
、

「
秋
田
県
立
横
手
高
等
女
学
校
（
現
・
横
手

城
南
高
校
）
」
、
「
秋
田
県
立
横
手
中
学
校

（
現
・
横
手
高
校
）
」
で
教
師
生
活
を
送
り

ま
し
た
。
地
方
で
の
教
師
生
活
は
石
坂
文
学

を
育
み
、
開
花
さ
せ
、
人
間
・
石
坂
洋
次
郎 

              を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
洋
次
郎
は
「
若
い
私

が
小
説
ば
か
り
読
ん
だ
り
書
い
た
り
せ
ず
、

長
い
こ
と
、
教
師
と
い
う
社
会
の
実
務
に
つ

い
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
勉
強
に
も
な
り
、

同
時
に
小
説
を
書
く
上
で
も
着
実
な
支
え

に
な
っ
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」（
「
私

の
文
学
碑
」
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

本
展
で
は
教
員
時
代
の
写
真
や
勤
務
校

に
取
材
し
た
「
若
い
人
」
「
何
処
へ
」
な
ど

の
著
作
、
洋
次
郎
が
編
集
に
携
わ
っ
た
校
友

会
誌
な
ど
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
教
え
子
達
が
綴
っ
た
「
石
坂
先
生
の
お

も
い
で
」
（
記
念
館
新
聞
掲
載
）
の
抜
粋
文

章
を
展
示
し
、
生
徒
達
の
見
た
教
師
・
石
坂

洋
次
郎
の
姿
も
紹
介
し
ま
す
。 

ま
た
、
教
師
体
験
を
活
か
し
て
書
か
れ
た

「
山
と
川
の
あ
る
町
」

「
寒
い
朝
」
「
あ
い
つ
と

私
」
な
ど
の
新
制
高
校
、

大
学
が
舞
台
の
小
説
も

併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

◇
開
催
場
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石
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次
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文
学
記
念
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◇
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館
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時
～

16

時
30
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◇
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横
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市
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令
和
８
年
度
石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館 

 

企
画
展
「
教
師 
洋
次
郎
」 

 

会
期 

令
和
８
年
９
月
10

日
（

木
）

～
令
和
９
年
１
月
17

日
（

日
） 

休
館
日 

毎
週
月
曜
日
（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
、
祝
日
の
翌
日
、 

年
末
年
始
（
12

月
29

日
～
１
月
３
日
）
。
11

月
30

日
ま
で
は
無
休
。 

㊨ 横手高等女学校 昭和４年 卒業記念帖 

㊧ 横手中学校作文帳 昭和８年製作 
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◇
 

お
知
ら
せ 

 
●
市
内
の
観
光
施
設
４
館
、
無
料
開
放 

「
東
北
文
化
の
日
」
の

10

月

31

日
（
土
）
、

11

月
１
日
（
日
）
は
、
か
ま
く
ら
館
、
横

手
公
園
展
望
台
、
後
三
年
合
戦
金
沢
資
料

館
、
当
館
の
４
施
設
が
無
料
で
見
学
で
き

ま
す
。 

 ･
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･
･
･
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･
 

 ◇
洋
次
郎
の
随
筆 

 

横
手
高
等
女
学
校
（
現
・
横
手
城
南
高
校
）

に
勤
務
し
て
い
た
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年

２
月
、
短
編
小
説
「
海
を
み
に
行
く
」
が
『
三

田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
反

響
を
呼
び
、
続
け
て
第
２
作
目
を
書
く
こ
と

を
す
す
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
洋
次
郎

は
雑
誌
や
新
聞
に
小
説
や
随
筆
を
発
表
、
教

師
と
作
家
の
二
重
生
活
を
送
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
横
手
中
学
校
（
現
・
横
手
高
校
）

退
職
後
に
執
筆
し
た
随
筆
「
依
願
退
職
」
か

ら
、
教
師
と
作
家
の
二
重
生
活
に
つ
い
て
書

か
れ
た
箇
所
を
紹
介
し
ま
す
。 

依
願
退
職 

 

夜
、
机
に
向
っ
て
文
章
を
書
く
。―

こ

の
仕
事
は
非
常
に
精
神
力
を
消
耗
さ
せ
る
。

い
わ
ん
や
、
そ
の
文
章
が
、
「
俊
才
雲
の
ご

と
く
蝟
集
す
る
中
央
文
壇
の
垣
根
を
バ
リ

バ
リ
破
っ
て
確
固
た
る
地
盤
を
築
く
」
（
こ

の
一
節
は
あ
る
地
方
新
聞
の
学
芸
欄
の
記

事
を
そ
っ
く
り
借
用
し
た
の
だ
か
ら
御
勘

弁
願
い
た
い
）
体
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
鈍
根
菲
才
の
私
は
精
魂
を
傾
け
て
当
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
精
魂
が
傾
く
と
、
翌
日
は

疲
労
す
る
。
し
た
が
っ
て
教
壇
に
立
っ
て
も

授
業
に
清
新
の
活
気
が
乏
し
く
、
事
務
に
身

が
入
ら
な
い
と
い
う
結
果
を
来
た
す
の
は

自
然
の
道
理
で
あ
る
。
私
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
小
心
翼
々
と
い
う
型
の
人
間
だ
か

ら
、
自
分
が
別
な
仕
事
を
も
っ
て
い
る
と
い

う
疚
ま
し
い
自
覚
が
あ
る
の
で
、
病
気
で
も

な
い
限
り
は
、
学
校
の
勤
め
も
手
落
ち
が
な

い
よ
う
に
い
ち
お
う
は
果
し
た
。
む
し
ろ
神

経
質
に
努
め
た
と
言
っ
て
も
い
い
。
そ
れ
で

も
や
は
り
、
一
つ
の
仕
事
に
安
心
し
て
一
身

を
委
ね
て
い
る
同
僚
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
と

は
大
分
違
う
こ
と
を
認
め
な
い
訳
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
同
僚
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
、
楽

し
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
施
し
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
私
の
仕
事

ぶ
り
は
、
あ
わ
た
だ
し
く
、
機
械
的
で
、
小

手
先
を
利
か
せ
て
上
面
を
撫
で
ま
わ
し
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
ま
た
、
点
を
甘
く
し
て
私
の
立
場

を
考
察
す
る
と
、
私
が
、
教
職
以
外
に
、
人

間
の
生
活
を
研
究
活
写
す
る
小
説
の
仕
事

に
も
耽
っ
て
い
た
こ
と
は
、
「
猟
師
山
を
見

ず
」
と
か
「
魚
市
に
入
っ
て
腥
き
を
知
ら
ず
」

と
か
い
う
類
い
の
諺
に
謳
わ
れ
て
あ
る
よ

う
な
、
と
か
く
専
門
家
の
陥
り
や
す
い
旧
套

陳
腐
の
弊
か
ら
、
私
自
身
を
護
っ
て
い
て
く

れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
こ
れ

は
確
か
に
そ
う
で
あ
ろ
う
。
し
て
み
る
と
、

私
が
小
説
を
勉
強
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
教
師
と
し
て
の
生
活
に
、
マ
イ
ナ
ス
を

加
え
た
り
プ
ラ
ス
を
齎
し
た
り
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
訳
だ
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
マ

イ
ナ
ス
の
作
用
の
ほ
う
が
大
き
い
ら
し
い
。 

 

『
石
坂
洋
次
郎
文
庫
20

わ
れ
ら
津
軽
衆
な
り
』
（
１
９

６
７
年
・
新
潮
社
）
よ
り
。
１
９
３
８
年
11

月
執
筆
。 

 

※
１ 

蝟
集…

一
ヵ
所
に
群
が
り
集
ま
る
こ
と
。 

※
２ 

小
心
翼
々…

細
か
い
こ
と
ま
で
注
意
す
る
さ
ま
。 

ひ
ど
く
び
く
び
く
す
る
さ
ま
。 

※
３ 

旧
套…

古
い
形
式
、
物
事
。
あ
り
き
た
り
な
様
式
。 

い
し
ゅ
う
（
※
１
） 

て
い 

や 

な
ま
ぐ
さ 

う
た 

ひ
さ
い 

た
ぐ 

も
た
ら 

（
※
３
） 

  

（
※
２
） 

こ
と
わ
ざ 


